
平成28年度事務事業評価シート

平成28年６月22日作成

款 項 目 年度

１　事業概要（平成28年度）

２　実施結果 (単位　円）

事 業 番 号 1037 担 当 課 等 秘書広報室

事 務 事 業 名 tvkデータ放送情報発信事業

会計 01 02 01 02 事 業 開 始 年 度 平成 ２４予 算 科 目 コ ー ド

目　　的
　本町の行政情報、観光情報のほか、防災行政無線の放送内容などを広く町内
外へ提供することを目的とする。

対　　象 　町民ほかtvk視聴可能エリア内の人

ゆがわら2011プラン
後 期 基 本 計 画

みんなでつくる自
立と協働のまちづ
くり

開かれた行政の
推進

広報広聴 広報広聴活動の
充実

広報機能の充実

関 連 する 個 別 計 画

Ｐ145 5 Ⅰ ２ （１） ①

総合計画との関係 基 本 目 標 政 策 分 野 主 要 施 策 細 施 策

内　　容
　tvkデータ放送(３ｃｈ)「自治体情報コンテンツ」の「マイタウン」湯河原町のページ
に情報を掲載。

コ
ス
ト

区  分 平成26年度（決算） 平成27年度（決算） 平成28年度（見込）

人
件
費

常勤職員 32,992

人件費合計 32,992 31,354 30,840

31,354 30,840

総事業費 292,192 290,554 290,040

非常勤職員等

事業費 259,200 259,200 259,200

活用状況 掲載回数 回 114 129 140

地方債

その他特定財源

一般財源 292,192 290,554 290,040

財源合計 292,192 290,554 290,040

活動指標 指標設定の理由・考え方 単位 平成26年度 平成27年度 目標値

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

成果指標 指標設定の理由・考え方 単位 平成26年度 平成27年度 目標値

対前年活用率 活用率 ％ -32.1 13.2 8.5

秘書広報室(tvkデータ放送情報発信事業)



３　平成27年度までの事業分析及び改善点

４　見直し及び改善

５　一次評価（平成29年度以降の方向性に対する評価）

６　財政・計画推進の視点からの所見（※各課等は記入不要です。空欄のまま提出してください。）

７　二次評価（※各課等は記入不要です。空欄のまま提出してください。）

有　効　性
事業の目的に対して成果
が得られているか Ａ

  広報紙、ホームページ、メールマガジン、コミュニ
ティエフエムなど複合的な情報発信の一助となって
いる。

公　平　性
事業の目的に対して受益
の機会が均等か Ａ

　テレビのデータ放送機能を活用しているため、視聴
者の選択により情報を得られる。

平成27年度までの
改 善 点

　町からの情報発信媒体として、庁舎内に浸透していないため、イベントの所管課
に対して、積極的な掲載を促した。

評　価　　５段階とその理由を記入（Ａ：高い　Ｂ：やや高い　Ｃ：普通　Ｄ：やや低い　Ｅ：低い）

必　要　性
町が実施する必要がある
のか Ａ

　本町の行政情報、観光情報のほか、防災行政無線
の放送内容などを広く町内外へ提供することを目的
としているため、町が実施する必要がある。

効　率　性
投入した費用に見合った効
果が得られているか Ｂ

　町民等の情報収集手段の一助となっているが、視
聴数が把握できない。

　平成27年度と同様にイベントの所管課に対して、積極的な掲載を促すとともに、
町民等に対しても、町からの情報発信媒体としての周知を図っていく。

平成29年度以降の
方向性

　町からの情報発信方法として、広報紙、ホームページ、メールマガジン、コミュニ
ティエフエム、データ放送のすべてのツールで情報発信していくよう各所管課へ
促すとともに、町民等へすべての媒体で同一の情報が得られることを周知していく
必要がある。

総 合 評 価 継続（現状維持）

・データ放送の存在について、住民等へＰＲに努める。

総 合 評 価 継続（現状維持）
防災上の情報伝達手段としての役割を担ってい
る。

平成28年度の見直し
及び改善

（実績または予定）

秘書広報室(tvkデータ放送情報発信事業)


